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卸
量
ア
カ
デ
ミ
ー
版
『
シ
ェ
リ
ン
グ
全
集
』
第
一
巻

大
橋
　
良
介

　
バ
イ
エ
ル
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
…
（
じ
σ
曽
寓
①
誌
ω
O
凝
Φ
〉
開
⇔
⊆
O
ヨ
冨
q
Φ
携

量
目
ω
Φ
鐸
ω
o
ぴ
制
禦
）
は
シ
ェ
ジ
ソ
グ
慮
外
が
｛
八
二
八
…
四
一
年
に
会
長

と
し
て
率
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
…
の
編
纂
に
な

る
左
記
の
新
シ
ェ
夢
ソ
グ
全
集
第
　
巻
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
生
誕
二
貰
年

（一

緕
ｵ
四
）
に
遅
れ
る
こ
と
数
年
に
し
て
昨
秋
潤
行
さ
れ
る
に
到
っ

た
。

　
輝
瓢
①
紆
圃
。
げ
芝
同
工
色
鷺
｝
o
む
。
Φ
唱
7
ω
o
び
鮎
野
薦
”
綴
δ
紳
。
瓢
ω
o
掌
ご
，
陣
獣
。
ゆ
。
び
①

　
》
偉
。
。
磯
鋤
ぴ
ρ
黒
雨
押
一
（
ω
＄
o
ゆ
）
℃
燗
8
B
舞
曽
づ
苧
国
。
誉
σ
8
磯
鴇
ω
θ
募
茜
母
紳

　
ち
蕊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
｝
鋭
と
略
称
）

　
こ
の
尊
敬
す
べ
き
大
編
纂
事
業
へ
の
慶
賀
の
念
を
こ
め
つ
つ
、
以
下

漸
全
集
の
紹
介
と
第
一
巻
の
書
評
と
を
試
み
た
い
。

一
　
新
全
集
の
研
究
・
史
的
音
心
義

～
・
一
　
後
述
す
る
記
念
祝
祭
版
シ
ェ
リ
ン
グ
金
集
の
編
者
シ
ュ
レ
；
タ

…
（
護
■
ω
O
㎞
ρ
畳
0
3
叶
①
弓
）
ほ
彼
の
全
集
へ
の
序
雷
と
し
て
一
九
二
七
年
に
こ
う

記
し
て
い
る
、
「
こ
う
し
て
…
…
今
の
と
こ
ろ
カ
ン
ト
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
エ
ル
の
號
判
的
全
集
は
殆
ど
完
成
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
ゲ
ー
レ
ス
の

全
集
は
着
手
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、

書
　
評

へ
…
ゲ
ル
の
作
贔
に
つ
い
て
綜
尚
も
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
も
し
く

ほ
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
L
（
鋤
へ
専
ミ
・
蝿
超
ミ
，
ぎ
諸
⇔
膏
掌

添
醇
賢
酬
）
隷
費
ヨ
巴
毎
。
障
”
切
9
一
℃
o
Q
噸
×
巖
剛
．
）

　
既
に
半
世
紀
も
前
に
シ
ュ
レ
ー
タ
：
が
「
尚
も
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

か
、
も
し
く
は
準
傭
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
語
っ
た
ざ
イ
ツ
観
念
論
（
と
そ

の
周
辺
）
の
思
想
家
群
の
史
的
i
批
判
的
全
集
は
、
し
か
し
い
ず
れ
も
実

際
は
そ
う
早
く
日
の
肖
を
み
た
訳
で
は
な
い
。

　
シ
ュ
ラ
イ
ェ
ル
”
、
ッ
ヘ
ル
の
全
集
は
そ
の
後
間
も
な
く
刊
行
さ
れ
始
め

た
が
（
始
ら
ミ
職
ミ
ミ
ヘ
ミ
～
ミ
，
切
無
ミ
蔑
苛
、
ミ
　
一
く
ミ
，
守
．
戸
毎
σ
q
・
〈
9
μ
轡
㎏
o
轟
霧
’

〉
．
Q
り
魯
毛
。
ぎ
㊦
び
男
轡
蘇
。
犀
。
鶯
．
鉾
お
も
ウ
⑳
一
黛
）
、
し
か
し
こ
れ
は
未
だ
批

判
的
全
島
小
で
甘
鯛
な
く
、
　
従
っ
て
半
盤
姻
爬
・
を
繰
伽
た
今
・
も
尚
　
「
ワ
て
れ
ゆ
え
…
数
十

年
こ
の
か
た
、
新
し
い
全
集
が
要
求
さ
れ
て
い
る
篇
と
雷
わ
れ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
Q
（
護
■
関
。
再
臨
（
①
び
箏
，
隠
さ
・
ミ
『
同
気
～
無
ミ
．
ミ
§
、
§
・
ω
鋤
ヨ
壼
－

一
環
嵩
ひ
鳶
O
富
6
ぽ
Φ
ジ
譲
．
9
0
窮
属
①
び
し
d
2
・
囲
ヨ
6
①
G
◎
ω
■
ω
雛
）

　
へ
…
ゲ
ル
に
関
し
て
は
一
九
〇
七
年
以
来
の
ラ
ッ
ソ
ソ
版
が
批
判
的
全

集
に
近
い
体
裁
を
と
る
が
、
完
全
な
意
味
で
の
史
約
一
批
覇
的
全
集
は
ラ

イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ
て
一
九
六
八

年
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
　
（
熱
飛
鳶
　
O
覇
§
ミ
ミ
、
蓄

一
禦
ミ
・
ぎ
へ
～
ミ
沁
、
ミ
㌶
㍉
騎
、
7
ム
麟
諺
§
～
ン
簿
§
》
寿
貸
叙
ミ
ミ
鴨
叙
讐
瓢
＼
、
影
脂
、
㍗

ミ
～
慧
）

　
フ
ィ
ヒ
テ
の
史
約
…
批
判
的
全
集
は
バ
イ
エ
ル
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の

刊
行
委
員
会
に
よ
っ
て
、
へ
…
ゲ
ル
の
新
全
集
と
同
じ
く
D
・
F
・
G

（
U
o
募
ω
o
冨
閃
。
話
。
ぴ
§
窃
q
甲
α
q
Φ
ヨ
。
ぎ
ω
o
冨
離
）
の
財
政
援
助
の
も
と
で
一
九

六
四
年
以
来
そ
の
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
。
（
S
O
．
緊
ら
ミ
孚
○
翁
§
ミ
職
§
沁
急
鳥

七
七
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暫
学
研
究
　
第
孤
百
三
十
五
号

へ
ト
し
ロ
δ
ー
ミ
貯
コ
、
§
～
》
溢
ヘ
ミ
§
～
軸
叙
ミ
、
超
㌧
詮
ミ
～
逡
、
～
暮
）
因
み
に
こ
の
フ

ィ
ヒ
テ
の
史
的
一
批
判
的
全
集
は
フ
ィ
ヒ
テ
生
誕
二
菖
年
祝
祭
の
詑
念
事

業
で
も
あ
り
、
総
じ
て
こ
の
フ
ィ
ヒ
テ
生
誕
祝
祭
が
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
に
於

け
る
～
っ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

（
じ
導
餌
忽
ヨ
α
q
舞
9
興
・
属
幽
竃
8
び
器
r
≦
甲
O
噸
蜜
8
ぴ
。
。
二
、
S
9
窯
ら
、
§
I
e
む
登

、、

艨
E
、
§
ミ
恥
、
．
Q
り
け
三
碧
鋤
冨
一
し
d
銭
9
嘗
。
・
畠
露
お
①
c
。
唱
参
照
）

　
さ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
　
　
九
五
賜
年
の
シ
ェ
リ
ン
グ
百
回
忌

を
機
と
し
て
シ
ュ
ル
ツ
や
フ
…
ル
マ
ン
ス
の
研
究
が
現
わ
れ
て
シ
ェ
ジ
ソ

グ
後
期
哲
学
を
軸
と
す
る
新
…
た
な
研
究
上
の
関
心
が
呼
び
起
さ
れ
（
団
噛

喝
環
ξ
ヨ
9
⇔
9
．
．
笥
ら
、
ミ
ミ
～
讐
賊
リ
ミ
築
き
、
ミ
馬
へ
～
ミ
，
綴
母
～
、
ミ
～
ミ
，
、
、
h
U
⇔
ω
の
Φ
甲

匙
。
「
ひ
お
鰹
噂
♂
＜
■
ω
o
讐
口
繕
．
．
b
蜀
く
ミ
な
ミ
～
ミ
磯
謝
罪
勉
叙
笥
ミ
巽
、
四
§
N
へ
～
撃

良
、
動
、
ミ
嵩
貯
警
、
．
財
、
ミ
蔑
ミ
象
。
、
ミ
五
霞
ミ
～
免
ミ
、
餐
、
．
ω
欝
叶
蒔
錠
け
一
⑩
綬

等
を
参
照
）
、
以
後
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
は
六
十
年
代
に
入
っ
て
益
々
盛
況

の
一
路
を
辿
る
が
、
（
出
三
業
卵
。
α
⇔
づ
盛
合
三
建
”
、
．
一
喪
．
S
砺
ら
書
ミ
、
碍
這
刈
O

を
参
照
）
シ
ェ
サ
ソ
グ
の
史
的
…
批
判
的
全
集
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
含
む

ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
の
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
既
に
久
し
く
待
た
れ

て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

～
・
二
　
し
か
し
史
的
一
批
判
的
全
集
が
作
ら
れ
る
場
合
に
ま
ず
間
題
と

な
る
の
は
、
従
来
の
全
集
で
あ
る
。
蝋
般
に
、
従
来
の
全
集
が
背
負
っ
て

い
る
特
定
の
傾
向
や
限
界
を
除
い
て
思
想
家
の
全
貌
を
そ
の
有
る
が
ま
ま

の
姿
に
於
て
示
し
宣
す
こ
と
は
史
的
i
批
判
的
全
集
の
中
心
諜
題
の
一
つ

で
あ
る
と
言
え
る
。
（
こ
の
書
評
の
枠
を
越
え
る
の
で
詳
述
は
控
え
る
が
、

従
来
の
全
集
が
後
の
史
的
…
批
判
的
全
集
を
甚
し
く
妨
げ
た
り
園
難
に
し

七
八

た
り
す
る
例
は
、
曾
て
の
ニ
ー
チ
ェ
全
集
に
も
み
ら
れ
た
し
、
現
在
進
行

中
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
全
集
に
も
、
遺
憾
な
が
ら
予
測
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
）
そ
れ
で
は
従
来
の
シ
ェ
ジ
ソ
グ
全
集
に
は
具
体
的
に
ど
う
い
5
問
題

点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
我
々
の
所
・
有
す
る
全
集
に
は
ま
ず
、
K
・

F
・
A
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
編
…
集
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
（
、
綴
き
S
§
、
～

恥
き
笥
ミ
嵩
陰
恥
翫
ミ
ミ
栽
～
q
、
ミ
譲
ミ
，
奮
旨
切
切
9
ω
窪
目
蒔
鋤
冨
二
二
創
〉
環
σ
q
。
。
ぴ
癖
σ
q
”

一
Q
Q
統
一
綾
）
、
こ
れ
は
第
「
部
門
（
し
顛
儀
9
困
～
×
）
と
第
二
部
門
（
切
拝
×
囲
～

×
囲
く
）
と
に
分
れ
、
前
者
は
主
と
し
て
「
作
品
」
を
、
後
者
は
「
遺
稿
」

を
収
め
る
。
し
か
し
収
録
さ
れ
た
遺
稿
は
実
際
に
存
し
て
い
た
も
の
の
全

体
か
ら
見
る
と
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
シ
ェ
リ
ン
グ
の
本

来
の
体
系
を
成
す
は
ず
で
あ
っ
た
『
世
界
時
代
隔
（
、
、
を
Φ
騨
巴
3
㌦
．
）
ほ
多

く
の
草
稿
を
有
す
が
、
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
内
の
た
だ

一
つ
だ
け
で
あ
る
。
（
じ
ご
瓜
．
＜
囲
囲
囲
「
　
ω
◎
H
O
㎝
一
G
Q
駆
戯
）
と
こ
ろ
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
大
部
の
未
発
表
の
遺
稿
ぱ
第
二
次
大
戦

の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
東
ベ
ル
ジ
ン
の
ド
イ
ツ
科
学
ア
カ
デ
ミ
；
中
央

図
書
窒
に
は
尚
も
罐
火
な
所
蔵
が
あ
る
。
そ
の
中
の
断
片
の
｛
つ
が
最
近

し
彰
●
ピ
。
興
の
手
で
繊
版
さ
れ
た
が
（
じ
d
．
ド
。
鶏
．
b
§
鵠
穿
。
～
ミ
鴨
袋
戸
叙
栽
蹄

項
勢
ミ
ミ
簿
ミ
き
ミ
・
浄
ぎ
ミ
、
～
讐
ミ
ミ
湧
§
、
四
、
♪
乏
瓦
9
0
凄
旨
①
さ
6
ざ
瞬
）

こ
の
ロ
ー
エ
ル
女
史
の
報
告
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
未
発
衷
の
遺
稿

が
重
要
な
資
料
を
い
か
に
多
く
含
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
同
女
史
は
一
二
八
頁
以
下
で
シ
ェ
リ
ン
グ
の
一
八
〇
九
i
一
二
年

及
び
一
八
二
八
一
五
四
年
の
晴
期
の
、
．
ω
o
貯
。
ぴ
犀
巴
Φ
男
爵
．
．
な
る
も
の

を
上
記
の
「
断
片
漏
の
年
代
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
い
る
。
こ
の
遺
稿

は
、
中
期
シ
ェ
リ
ン
グ
、
特
に
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ソ
時
代
の
も
の
が
欠
け
て
い
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る
点
で
は
非
常
に
細
し
ま
れ
る
が
、
し
か
し
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
推
の
歩
み

を
シ
ェ
リ
ン
グ
肉
身
が
記
録
し
て
い
る
点
で
極
め
て
興
味
深
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
単
に
量
的
な
颪
の
限
界
で
は
な
く
質
的
な
面
で
も
こ
の
全
集
は
或
る
制

約
を
負
っ
て
い
る
Q
即
ち
編
者
の
K
・
F
・
A
・
シ
ェ
リ
ン
グ
が
”
㍊
す
よ

う
に
、
彼
は
父
の
全
集
を
編
す
る
に
際
し
、
版
を
璽
ね
た
作
昴
の
場
合
は

い
つ
も
最
後
の
版
を
採
り
、
父
が
発
貸
す
べ
く
予
め
定
め
て
お
い
た
遺
稿

の
み
を
採
録
し
て
い
る
Q
そ
の
限
り
で
こ
の
全
集
は
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の

「
自
己
理
郷
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
偏
で
あ
る
。
（
こ
の
指
摘
を
筆
者
は
新
全
集

編
者
の
一
人
で
あ
る
W
・
ヤ
コ
ブ
ス
氏
の
教
示
に
負
う
て
い
る
。
）

　
こ
の
全
集
を
薪
た
に
配
列
し
直
し
た
の
が
上
記
M
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の

い
わ
ゆ
る
記
念
祝
祭
版
で
あ
る
。
（
浄
専
ミ
、
～
讐
自
働
、
，
ぎ
竃
言
。
び
嵩
巽

甘
げ
ま
蕉
欝
の
α
毎
。
劉
お
ミ
ー
総
）
こ
の
全
集
は
「
遺
稿
等
し
Z
鴛
和
洋
び
o
P
血

と
し
て
『
世
界
時
代
隔
の
草
稿
二
編
を
付
加
す
る
が
、
し
か
し
こ
れ
で

『
世
界
酒
代
』
の
草
稿
が
す
べ
て
出
揃
っ
た
訳
で
は
な
い
。
（
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
麟
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
一
八
工
七
年
の
草
稿
を
筆
者
は
閲
覧
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
）
加
え
て
、
こ
の
記
念
祝
祭
版
は
そ
の
新
配
列
密
体
に

編
者
の
解
釈
を
持
ち
こ
ん
で
い
る
。
即
ち
こ
の
全
集
へ
の
序
言
に
よ
る
と
、

シ
ュ
レ
…
タ
ー
は
全
集
を
「
本
質
的
な
主
著
す
べ
て
」
を
集
め
た
主
要
部

（
謁
き
讐
簿
滋
Φ
）
と
「
重
要
度
の
、
や
や
劣
る
諸
論
文
」
を
集
め
た
補
足
部

（
桜
雲
弩
N
§
的
ω
げ
深
謝
Φ
）
と
に
分
け
る
。
（
懸
案
興
頃
磐
讐
ぴ
p
。
降
9
ψ
＜
同
囲
圃
）

今
日
の
シ
ェ
リ
ン
グ
理
解
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
重
要
な
『
啓
示
哲
学
序

文
臨
は
シ
ュ
レ
…
タ
ー
の
全
集
で
は
補
足
部
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
シ
ュ
レ
；
タ
ー
の
み
な
ら
ず
当
蒔
の
一
宇
そ
の
も
の
の
シ
ェ
リ
ソ

書

評

グ
理
解
に
由
る
と
思
わ
れ
る
。
け
だ
し
先
述
の
如
く
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の

精
密
な
研
究
は
漸
く
今
世
紀
も
五
十
年
代
の
半
ば
以
降
の
こ
と
だ
か
ら
で

あ
る
。

　
要
す
る
に
誕
念
祝
祭
版
も
ま
た
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
想
形
成
を
解
明
す

る
為
の
テ
キ
ス
ト
批
判
の
資
料
を
含
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
ヘ
ー

ゲ
ル
を
念
頭
に
お
く
と
き
、
次
の
よ
う
な
聞
題
が
生
ず
る
Q
即
ち
、
K
・

デ
ュ
ー
ジ
ソ
グ
が
指
摘
し
て
以
来
期
日
を
惹
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ェ

リ
ン
グ
は
一
七
九
七
年
の
『
灘
然
哲
学
の
諸
構
想
』
（
．
．
N
ミ
§
望
免
～
ミ
、
，

ミ
～
鏡
象
。
、
ミ
鴨
へ
～
ミ
，
」
く
ミ
ミ
、
．
－
）
の
序
文
で
嗣
い
だ
「
思
弁
」
な
る
語
を
一

八
○
益
々
の
第
二
版
で
は
「
反
省
」
と
訂
疋
し
て
い
る
Q
（
国
冨
8
憎
麟
雲
℃
学

げ
碧
9
ω
曾
①
①
Q
。
塗
及
び
〆
．
U
⇔
ω
貯
α
q
…
恥
、
簿
～
丸
ミ
凡
§
ミ
軋
沁
媒
騨
熱
ミ
～
㌦

頃
Φ
α
q
㊦
δ
鐙
象
①
麟
¢
σ
長
く
・
μ
侮
り
・
Q
り
b
O
I
這
O
Q
を
参
照
）
そ
の
裏
に
は
紛

れ
も
な
く
シ
ェ
リ
ン
グ
と
へ
！
ゲ
ル
と
の
相
互
的
思
想
形
成
と
い
5
事
態

が
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
事
態
を
解
明
す
る
為
の
十
分
な
資
料
は
現

在
ま
で
の
全
集
の
中
に
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
自
身
が
認
め
て
お
り
、
彼
は
A
・
デ
ム
プ
と
共
に
今

田
の
新
シ
ェ
リ
ン
グ
全
集
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
る
の
で
あ
る
。
（
》
”
鋭

しd

X
ピ
ω
ρ
“
）

一
・
三
　
半
世
紀
を
経
て
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
こ
の
た
び
の
シ
ェ
リ
ン

グ
の
批
判
的
一
史
的
全
集
は
、
そ
の
第
一
巻
に
報
告
さ
れ
て
い
る
通
り
、

ド
イ
ツ
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
も
含
め
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
の
権
威
者

の
ほ
と
ん
ど
が
編
集
、
作
成
に
加
わ
る
。
　
（
こ
の
点
は
、
先
に
触
れ
た
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
全
集
と
、
大
き
な
対
照
を
示
し
て
い
る
）
◎
編
集
の
総
指
揮

七
九
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哲
学
研
究
　
第
五
養
三
十
五
母

に
は
A
・
デ
ム
プ
と
H
・
ク
リ
ソ
グ
ス
（
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
主
任
教
授
）

が
薮
り
、
編
集
委
員
に
は
M
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
、
K
・
フ
ー
ル
マ
ソ

ス
、
D
・
ヘ
ソ
リ
ッ
ヒ
、
W
・
ヤ
『
フ
ス
、
W
・
シ
ュ
ル
ツ
、
X
・
テ
ィ

リ
エ
ッ
ト
、
M
・
シ
ェ
マ
ウ
ス
、
K
・
エ
ソ
ギ
ッ
シ
ュ
、
故
H
・
ツ
ェ
ル

ト
ナ
ー
等
が
加
わ
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
国
内
の

各
大
学
、
研
究
所
か
ら
の
人
材
が
編
集
チ
…
ム
を
形
成
し
て
い
る
。
ド
イ

ツ
園
外
か
ら
の
参
加
は
上
記
X
・
テ
ィ
リ
エ
ッ
ト
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
他
に
、

モ
ス
ク
ワ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
6
」
．
9
ω
賃
壼
欝
鐸
が
居
る
Q
も
ち
ろ
ん

宙バ

x
ル
リ
ソ
の
科
学
ア
カ
ー
ブ
ミ
…
の
協
力
は
曇
野
り
に
及
ば
な
い
。

　
全
集
の
構
成
は
圏
藩
に
分
れ
、
1
、
作
晶
（
シ
ェ
リ
ン
グ
既
発
褒
の
も

の
）
、
豆
、
遺
稿
　
皿
、
書
簡
　
W
、
聴
講
着
に
よ
る
講
義
筆
記
と
な
る
。

我
々
の
注
鼠
を
惹
く
の
は
、
錆
一
部
で
各
テ
キ
ス
ト
毎
に
癬
頭
に
付
さ
れ

て
い
る
「
編
集
報
告
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
各
テ
キ
ス
ト
の
伝
承
叢
瓢
情
、
形

成
、
影
響
史
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
シ
ェ

リ
ン
グ
哲
学
を
豪
時
の
精
神
史
的
関
連
に
於
て
洞
察
す
る
こ
と
を
要
し
、

果
し
て
、
且
つ
ど
こ
ま
で
｝
々
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
試
み

が
成
功
す
る
か
は
、
必
ず
し
も
自
明
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
各
巻
宋
羅
の
「
文
献
雑
録
」
で
も
圖
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
シ

ェ
リ
ン
グ
に
関
す
る
書
評
、
論
争
、
シ
ザ
ー
リ
ソ
グ
の
引
用
す
る
文
献
等
が

可
能
な
限
り
追
跡
さ
れ
、
明
示
さ
れ
る
。
こ
の
隣
郷
作
成
だ
け
で
も
そ
の

背
後
に
あ
る
緻
密
に
し
て
罐
大
な
作
業
が
証
せ
ら
れ
る
。
但
し
第
一
巻
に

関
す
る
限
り
で
は
、
史
料
の
精
確
さ
を
期
す
る
余
り
、
欄
外
注
が
数
種
に

分
け
ら
れ
る
な
ど
、
か
な
り
煩
雑
に
過
ぎ
る
弊
は
み
ら
れ
ろ
。
（
第
二
巻

以
降
は
こ
れ
が
改
め
ら
れ
る
と
闘
い
て
い
る
）

二
　
第
一
巻
の
諸
作
品

八
○

二
・
一
　
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集
の
第
一
巻
（
》
．
》
．
じ
d
山
．
目
・
一
）
は
テ

ユ
ー
ビ
ソ
ゲ
ソ
に
お
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
学
習
蒔
代
目
の
作
品
四
編
を
焦
代

順
に
収
録
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
シ
．
｛
婆
ソ
グ
が
一
八
〇
九
年
に

、
．
、
ミ
ミ
旨
》
ミ
鶏
、
罵
鮪
、
N
、
メ
論
§
”
．
に
再
録
し
た
初
期
作
品
の
更
に
以
前
に

遡
る
。
つ
ま
り
シ
ェ
リ
ン
グ
臼
【
身
が
こ
れ
ら
を
自
分
の
思
惟
の
歩
み
の
以

前
に
属
す
も
の
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
か
し
シ
ェ
リ
ン
グ
の

自
己
理
郷
を
基
準
と
す
る
限
り
で
の
評
価
で
あ
り
、
二
人
年
齢
の
我
々
か

ら
見
れ
ば
当
然
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
見
方
も
異
な
っ
て
く
る
。

　
冒
頭
の
闘
ハ
ー
ン
の
墓
に
て
朗
唱
さ
れ
た
る
悲
歌
臨
（
贈
命
㍗
じ
ロ
篤

㌧
蝕
浮
、
N
ギ
　
O
、
謡
蝕
馬
　
O
隻
ミ
黍
侮
、
～
）
は
シ
ュ
ネ
！
ベ
ル
ガ
…
の
⊥
又
献
魏
畑
録

（
O
轡
嵐
氏
O
o
り
。
ぴ
鄭
①
Φ
轟
ぴ
愛
摩
q
Φ
騰
”
男
●
乏
■
旨
く
◎
ゆ
ω
o
び
Φ
一
脈
諺
瞬
円
ぎ
の
ご
ご
陣
ぴ
臨
。
瞭
「
甲

讐
一
①
．
お
黛
）
に
も
ザ
ソ
ト
キ
ュ
ー
ラ
ー
の
そ
れ
（
鎖
簿
霧
｝
・
ω
碧
鼻
ぴ
置
巽
”

錘
項
・
S
勲
、
～
ミ
、
こ
肇
お
刈
O
）
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ェ
ジ
ソ
グ

は
こ
れ
を
一
七
九
〇
年
に
、
6
2
・
こ
d
Φ
o
ぴ
碧
馨
Φ
覧
．
と
称
す
る
毎
週
発
行

の
政
輸
的
、
調
鯛
飯
雑
誌
に
載
せ
て
い
る
Q
ハ
ー
ン
（
類
夢
P
℃
窯
嬬
唱

鎧
舞
窪
管
ω
）
は
シ
ェ
夢
ソ
グ
の
父
親
と
交
際
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、

秘
本
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
高
名
な
司
祭
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て

彼
は
高
名
な
機
械
技
衛
者
で
も
あ
り
、
蒸
気
汽
関
車
、
天
文
特
計
、
計
錦

機
械
等
の
発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ジ
ソ
グ
は
ハ
ー
ン
の
機

械
学
（
竃
⑦
o
鍵
鋤
駄
δ
そ
れ
自
身
の
内
に
「
窪
然
の
諸
力
」
（
Q
り
．
戯
も
。
）
や

「
神
性
の
澱
も
純
な
る
痕
跡
」
（
ω
・
蕊
）
を
見
る
。
こ
の
十
段
か
ら
成
る
短

か
い
悲
歌
に
既
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
と
神
智
学
の
繭
芽
が
見
出
さ
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れ
る
の
で
あ
る
。

二
・
こ
　
こ
の
巻
で
最
も
注
目
を
引
く
の
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
第
二

の
収
録
作
品
『
人
間
的
諸
悪
の
最
初
の
起
源
に
関
す
る
創
世
紀
第
三
章
の

最
古
の
哲
学
説
話
を
解
明
せ
ん
と
す
る
批
判
的
、
哲
学
的
試
論
』
（
尋
N
・

妹
δ
ミ
題
驚
ミ
譜
篭
、
軌
ミ
黛
ミ
ミ
ミ
，
ミ
き
、
ミ
ミ
黛
ミ
、
ミ
鳶
○
試
鷺
ミ
特
ミ
脳
象
。
・

㌧
富
ミ
ミ
蹄
O
§
塁
頃
困
馬
§
勘
ミ
謡
ミ
鷺
ミ
§
ミ
討
Q
「
ミ
ミ
ミ
無
辱
ミ
N
o
隔
黛

、
ミ
ら
ミ
詳
ミ
リ
ト
。
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
K
・
F
・
A
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
全
集

に
も
収
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
．
こ
こ
で
は
R
・
モ
ク
ロ
シ
ュ
に
よ
る
初
め

て
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
シ
ュ
リ
ン
プ
の
マ
ギ

ス
テ
ル
論
文
で
、
当
聴
多
少
の
反
響
は
呼
ん
だ
も
の
の
、
や
が
て
忘
却
さ

れ
て
い
く
。
忘
却
に
拍
車
を
か
け
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
れ
が
ラ
テ
ン

語
で
、
そ
れ
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
晦
渋
な
ド
イ
ツ
語
文
体
と
通
ず
る
ラ
テ
ン

文
体
で
譲
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
モ
ク

ロ
シ
ュ
の
翻
訳
の
労
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
Q
た
だ
翻
訳
と
い

う
も
の
は
不
可
避
的
に
訳
者
の
理
解
と
解
釈
と
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
若
干
の
問
題
点
を
据
汗
し
て
お
く
こ
と
は
、

書
評
の
役
渇
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
モ
ク
ロ
シ
ュ
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
折
々
、

一
つ
の
用
語
が
原
文
の
連
関
に
よ
っ
て
別
々
の
語
で
訳
さ
れ
る
が
、
そ
の

基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
◎
（
例
え
ば
ラ
テ
ン
語
の
ω
獲
麟
9
⇒
魚
欝
ω

は
ド
イ
ツ
語
で
ω
零
纂
曽
器
譲
け
と
芝
皆
押
費
と
に
訳
し
分
け
ら
れ
る
。
）
最

も
問
題
の
多
い
語
は
こ
の
作
品
の
中
心
概
念
と
し
て
の
「
悪
」
（
竃
跳
償
ヨ
）

の
語
で
あ
る
。
（
原
文
で
は
複
数
形
。
）
訳
者
は
こ
の
ラ
テ
ン
原
語
を
訳
文

の
蓑
題
で
は
b
ご
。
路
①
謬
と
訳
し
本
文
中
で
は
こ
の
訳
語
に
d
σ
Φ
だ
ご
噂
α
8

書
評

を
加
え
て
訟
一
通
り
の
訳
し
分
け
を
す
る
。
恐
ら
く
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が

人
間
的
諸
悪
と
名
づ
け
た
も
の
を
、
心
理
的
も
し
く
は
主
観
的
な
も
の

（
こ
ご
。
の
7
Φ
諦
）
、
不
入
や
災
難
と
い
う
意
味
合
い
の
も
の
（
¢
σ
Φ
一
）
、
又
は
道

徳
上
の
も
の
（
し
ご
α
ω
Φ
）
、
と
い
う
風
に
分
け
て
訳
し
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。

（
こ
の
三
語
を
併
用
す
る
一
四
二
頁
の
文
節
か
ら
の
臆
測
で
あ
る
。
）
し
か

し
こ
の
よ
う
な
訳
し
分
け
は
「
解
釈
」
と
し
て
は
可
能
で
あ
っ
て
も
原
典

翻
訳
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と
は
、
そ
れ
が
原
著
の
中
心
概
念
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
問
題
を
残
す
。
こ
の
訳
し
分
け
は
ラ
テ
ン
語
原

文
に
馴
染
ま
ぬ
読
者
に
急
所
を
逸
失
せ
し
め
る
経
れ
な
し
と
は
蓄
え
ぬ
で

あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
シ
ェ
ジ
ソ
グ
の
思
惟
の
出
立
点
に
い

ろ
い
ろ
の
照
明
が
嘉
て
ら
れ
得
る
。
通
常
彼
の
思
惟
の
道
は
神
話
に
始
ま

っ
て
神
話
に
終
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
含
は
本
巻
の
第
三
番
め
に

位
置
す
る
『
神
語
に
つ
い
て
』
（
嵩
⑩
ω
）
の
論
文
が
「
最
初
期
の
論
文
」
と

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
は
更
に
そ
の
前
に
上
詑
の
、
人
人
的
諸
悪

の
起
源
に
関
す
る
「
哲
学
的
試
論
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ェ

リ
ン
グ
自
身
が
こ
の
「
哲
学
的
篇
と
い
う
点
を
し
ば
し
ば
強
調
し
て
い
る
。

又
『
自
由
論
臨
で
の
悪
の
論
を
知
る
人
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
こ
こ
で
既
に

悪
の
問
題
を
「
三
盛
の
最
大
の
関
心
」
（
轟
島
。
巳
ω
鴬
舞
冒
犀
欝
ぎ
8
H
①
ω
暦
）

と
名
づ
け
て
い
る
こ
と
（
ω
．
＄
）
を
偶
然
と
は
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た

フ
ィ
ヒ
テ
と
ス
ピ
ノ
ザ
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
惟
の
母
胎
を
見
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
カ
ン
ト
の
哲
学
、
そ

れ
も
『
宗
教
論
』
の
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
か
し
め
ら

れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
付
さ
れ
た
「
編
集
報
告
」
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
紺

八
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
五
暑

す
る
当
芸
の
書
評
や
風
評
を
伝
え
て
お
り
、
我
々
は
過
ぎ
し
時
代
の
現
前

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

二
・
三
　
　
『
最
古
の
世
罫
の
神
話
、
史
的
説
話
、
哲
学
説
話
に
つ
い
て
』

（
＄
ミ
》
畠
罫
鋤
タ
ミ
§
斗
ら
、
ミ
恥
薦
§
§
品
玉
§
い
。
喜
§
偽
§
ー

ミ
隠
笥
§
　
譲
笥
登
　
μ
趨
ら
。
）
、
及
び
『
督
学
～
般
の
形
式
の
可
能
性
に
つ
い

て
』
（
§
ミ
，
ミ
馬
鶉
念
激
論
潮
隷
鎌
飛
、
ミ
、
、
き
、
§
蹴
ミ
・
寒
靴
題
§
ミ
恥
籍
曾
苧

溜
魯
寒
辱
き
一
団
り
幽
）
は
興
〔
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
い
わ
ゆ
る
主
要
部
（
掴
麟
o
q
℃
掌

9
⇒
鳥
。
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
通
常
シ
ェ
リ
ン
グ
の
最
初
期
の
論
文
と

見
敬
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
史
は
こ
の
二
つ
の
作

贔
か
ら
繊
発
し
た
と
書
っ
て
も
良
い
。
こ
こ
で
は
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
批
判

の
も
と
で
こ
の
二
作
が
採
録
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
成
立
史
、
影
響
史
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
K
・
欝
・
A
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
全
集
で
我
々
の
見
．
て

い
た
テ
キ
ス
ト
は
幾
つ
か
め
版
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
且
つ
そ
れ
ら
が
多
く

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
我
々
は
初
め
．
て
知
る
。
又

周
知
の
如
く
後
者
の
論
文
の
成
立
史
、
影
響
史
に
関
し
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
と

の
関
係
が
聞
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
編
集
報
告
」

は
嶺
蒔
の
資
料
を
伝
え
て
く
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
著
を
め
ぐ
る
ヘ
ー

ゲ
ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
等
の
書
簡
も
報
告
抜
粋
さ
れ
る
。
尚
こ
の
著
に
対

し
酷
評
に
近
い
書
評
が
出
た
が
、
こ
れ
に
鮒
し
シ
ェ
リ
ン
グ
は
『
声
明
』

（
じ
q
「
巴
弩
毒
α
q
）
を
出
し
て
、
次
の
論
文
『
哲
学
の
原
理
と
し
て
の
自
我
に

つ
い
て
』
の
序
文
で
自
分
の
立
場
を
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
を
予
告
す

る
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
書
評
も
声
明
も
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
通
し
て
我
々
は
シ
ェ
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
薪
し
い
哲
学
が
、
そ

八
二

め
出
現
当
蒔
、
ど
う
い
う
無
理
解
と
拒
否
反
応
に
遭
遇
し
た
か
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
Q
そ
の
拒
否
反
応
ほ
根
底
で
は
ど
の
時
代
に
も
共
通
し
て
見

ら
れ
る
、
真
の
哲
学
精
神
に
対
す
る
常
識
の
拒
否
反
芯
と
も
見
る
こ
と
が

出
来
る
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
版
シ
ェ
リ
ン
グ
全
集
第
ご
巷
の
一
は
こ
の
『
声
明
騒
で
終

る
。
既
に
こ
の
一
巻
か
ら
も
労
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
数
十
年
に
亘
る
と
予

想
さ
れ
る
こ
の
全
集
編
纂
事
業
は
、
そ
の
都
度
の
成
果
の
刊
行
を
そ
の
ま

ま
ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
史
の
足
跡
と
し
て
刻
む
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
最
後
に
こ
の
拙
き
書
評
に
更
に
蛇
足
を
添
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
筆
者
は
鋼
本
人
と
し
て
こ
の
全
集
事
業
め
成
果
を
一
体
ど
の
よ
う
な

仕
方
で
自
己
の
も
の
と
な
す
べ
き
か
と
い
う
自
問
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の

全
集
に
基
づ
い
て
批
判
的
、
史
的
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
差
し
当
っ
て
の

必
要
な
途
に
は
違
い
な
い
が
、
哲
学
本
来
の
立
場
か
ら
は
こ
の
仕
事
富
体

は
一
つ
の
予
備
的
段
階
に
と
ど
ま
る
。
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
仕

審
を
墓
礎
と
し
つ
つ
も
う
一
歩
を
進
め
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
遠
い
西
洋
の

地
に
で
は
な
く
て
足
下
の
地
盤
の
内
に
看
取
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
大
き
な
思
想
家
は
異
国
の
遠
い
過
去
の
中
に
よ
り
は
む

し
ろ
、
足
下
の
現
在
の
内
に
出
会
わ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
滋
賀
医
科
大
学
講
師
）

編
集
後
記

　
本
誌
「
哲
学
研
究
U
の
編
集
委
員
で
あ
ら
れ
、
人
智
巻
と
し
て
も
多

年
に
わ
た
っ
て
御
瀬
躍
に
な
り
、
本
会
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た




